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港湾事業及び道路事業の連携による農林水産物・食品の輸出促進

○新たな輸出成長分野として見込まれる農水産物の輸出増加に対応するため、農水産物の輸出に戦略的に取り組む
港湾において、輸出促進に資する港湾施設の整備を推進するとともに、高規格幹線道路等のネットワークの構築
を推進する。

○道産食品輸出額の2025年目標1,500億円の達成に向けて、北海
道の「食」の高付加価値化・競争力向上と効率的な輸送体制の
構築が必要。

○水産物を取り扱う港湾において、鳥害、日射等による水産物の
品質低下が課題。

○高規格幹線道路等が繋がっておらず、水産物の輸出拠点港湾ま
での輸送ルートはアクセス性が課題。

【現状・背景】

○屋根付き岸壁の整備により、水産物の鳥害、日射等による品
質低下を防ぎ、商品価値を向上させることで、輸出競争力の
強化を図る。

○連携水揚港湾と輸出拠点港湾を結ぶ高規格幹線道路等の整備
を推進する。

【取組】

小口貨物積替円滑化支援施設

小口貨物積替円滑化支援施設
等の整備により、輸出環境を
改善。(整備済み)

連携水揚港湾
(苫小牧港・紋別港・根室港・枝幸港・増毛港)

屋根付き岸壁の整備により、商品価値を向上さ
せ、輸出競争力を強化。

輸出拠点港湾
(苫小牧港・石狩湾新港)

【2021年】
771億円

目標【2025年】
1,500億円

【2014年】
663億円

（億円）

（暦年）

基準値

出典：北海道「北海道食の輸出拡大戦略推進状況報告書」

紋別港の屋根付き岸壁

凡 例

高規格道路
開通区間
事業区間
未事業区間

輸出ルート（水産物）

輸出ルート（米）

□□□□
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輸出拠点港湾

連携水揚港湾

北海道横断自動車道根室線

北
海
道
縦
貫
自
動
車
道

深川留萌
自動車道

道央圏
連絡道路

コンテナ船
により輸出

苫小牧港
（輸出拠点港湾・
連携水揚港湾）

コンテナ船（国際フィーダーを含む）
等により輸出

増毛港
（連携水揚港湾）

枝幸港
（連携水揚港湾）

紋別港
（連携水揚港湾）

石狩湾新港
（輸出拠点港湾）

根室港
（連携水揚港湾）

旭川紋別自動車道

旭川東神楽道路

R3年度部分開通

国営緊急農地再編整備事業
「大雪東川第一地区」
「大雪東川第二地区」


	11_全体版.pdf
	既定のセクション
	スライド 6: 港湾事業及び道路事業の連携による農林水産物・食品の輸出促進



